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研究成果の概要（和文）：歯科領域の不定愁訴を呈する歯科心身症は、とかく「精神的な症状」と敬遠されがちである
。しかし、本研究の結果、本症の7-80％は明らかな精神疾患とは看做されず、鑑別には発症の契機の確認が有用である
ことが明らかになった。さらに脳機能画像研究の結果から、本症患者には側頭葉や前頭葉を中心とした広汎な領域で局
所脳血流量の左右差があることが確認され、口腔の「不定愁訴」の裏付けとなる脳機能のアンバランスが存在すること
が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Oral psychosomatic disorders show various medically unexplained oral symptoms. 
They are often regarded as “psychogenic”, but our data shows that 7-80％ of them are not diagnosed as 
real mental disorders. Checking triggers at onset is useful to discriminate them from mental disorders. 
Our brain imaging studies detect significant right dominant blood flow asymmetries in broad areas of 
brain in these patients. These findings suggest some basal brain dysfunctions in these patients with 
medically unexplained oral symptoms.

研究分野： 歯科心身医学
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１．研究開始当初の背景 
従来、歯科治療を契機に口腔内の慢性疼痛、

咬合の異常感、あるいは表現しがたい違和感
など多彩な原因不明の症状が出現し、医療機
関を転々とする患者群の存在が知られてい
る。このような患者は、心理的要因が疑われ
「歯科心身症」と呼ばれてきた。舌痛症、非
定型歯痛、口腔異常感症や一部の顎関節症な
どが代表的疾患である。 
これまで本症に対しては、「歯科の問題では
ない」と忌避する歯科医師が多いのが実情で
あった。いわゆる｢こころの専門家｣に支援を
求めるために、20 年前から精神科へのリエゾ
ン・コンサルテーションの必要性が唱えられ
てきた。しかし、精神科専門医から本症が「明
確な精神障害と診断されることは少ない」こ
とを申請者らは明らかにした。 
本症患者は、歯科では不定愁訴扱いされ、心
療内科や精神科では治療の対象外とされ、医
療難民化しているのが現状である。我々は、
本症患者の病態解明と、より効果的で効率的
な治療法の開発を目指してきた。これまでの
一連の臨床的研究から、我々は歯科心身症の
病態仮説として「脳内の神経伝達物質系に関
する生化学的異常」と、「思考や記憶などに
関する大脳皮質連合野における情報処理過
程の歪み」という 2つの側面を想定してきた。
すなわち本症患者はウソをついているので
はなく、脳の中で「そう感じるようなエラー」
が生じていると言える。よって治療において
は、訴えの根底にある口腔感覚異常の問題を
取り上げる必要があることを明らかにして
きた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、歯科心身症の診断基準の確立と

それに基づく治療技法の構築、および脳機能
画像研究によるそれらの裏付けを目指すた
めの研究基盤を確立する。 
具体的には、以下の 3 点を目的とする。 

１）「歯科心身症」の診断基準の策定 
２）「歯科心身症」治療アルゴリズムの構築 
３）脳機能画像研究による「歯科心身症」の
高次中枢性病態の解明 
 
３．研究の方法 
歯科心身症の診断基準の確立とそれに基

づく治療技法の構築、および生物学的指標に
基づいた｢歯科心身医学｣体系の構築と研究
基盤の確立のために、以下の研究項目を実施
した。 
（１）歯科心身症診断基準の策定 
（２）臨床統計的調査と診断基準の整合性検
証 
（３）治療アルゴリズムの構築と検証 
（４）SPECT などによる歯科心身症の脳機能
画像研究 
 
４．研究成果 
 

(1)歯科心身症診断基準の策定 
 過去に作成した診断ガイドライン案を礎
とし、当科外来患者の臨床データを基に歯科
心身症の診断基準の策定を目指した。明らか
な精神障害を除外するために導入した、
PIPC(Psychiatry In Primary Care)の問診フォー
マットがほぼ定着し、主治医ごとの診断バイ
アスを最小限に減らすように規格化できた。
さらに口腔セネストパチーの評価基準を精
神科と共同で策定し、BMC Psychiatry.に受
理された。 
 
(2)臨床統計的調査と診断基準の整合性検証 
世界的にも 1210 名という過去最大の臨床

統計的調査を行い、結果は日歯心身に掲載さ
れた。さらに咬合異常感（phantom bite）の
患者 130 名の臨床統計的検討を行い、精神科
的疾患のcomorbidityと薬物反応性を検討し
た。その結果、真に精神科で治療を受けるべ
き本症患者は約 20%にすぎないことや、歯科
処置後に発症した患者群では精神科的既往
歴が有意に少ないため、一概に精神疾患の部
分症状とは言えないことを明らかにし、この
領域で権威ある J Psychosom Res.に掲載さ
れた。 
 
(3)治療アルゴリズムの構築 
 歯科心身症に対する薬物療法の最適化を
目的とし、三環系抗うつ薬に加え、SSRI、SNRI、
NaSSA などの投与薬剤の種類、初期用量、最
大投与量、維持量、服薬継続期間などについ
て診療録を基に retrospective に検討した。 
また舌痛症の抗うつ薬への反応性に関与

する因子についての臨床的検討も行った。
SSRI や SNRI より三環系抗うつ薬が有効な症
例も相当数で認められた結果が得られたこ
とを踏まえ、三環系抗うつ薬の有用性の見直
しとその限界から dopamine partial agonist
（DPA）の有用性を検討し、さらに最適な治
療アルゴリズムの構築を目指している。 
 
(4)脳機能画像研究 
口腔セネストパチーを対象に 9mTc-ECD に

よる SPECT（Single Photon Emission Computed 
Tomography:単一光子放射型コンピュータ断
層撮影）をもちいた脳機能画像研究を施行し
た。その結果、本症患者では側頭葉を中心に
広汎な脳領域における局所脳血流量の左右
差があることを明らかにし、Eur Arch Psychiatry 
Clin Neurosci、および BMC Psychiatry.に受理
されるなど海外でも高い評価を得た。 
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